

















































Development of the structural system with available material (part 2)
NEMOTO Shuhei
Daiichi Institute of Technology




























































































































50cc とし、混ぜ合わせるシュレッダーダストを 3g, 





























































a)TIMBERIZE EXHIBITION PERFECTGUIDE, NPO法人 teamTimberrize, 2013 年
表 2液体別硬化状態
アクリル樹脂系エマルジョンパテ 50g：シュレッダーダスト 3g
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The current state of the prior guidance, device  
and improvement in the student teaching 
In reference to the instruction advice of the student teaching diary 
 
The advice of the charge instruction teacher in the student teaching diary which the student who finished 
student teaching submitted is valuable at all with the appropriate and concrete advice in various scenes, so we 
notice that reference wise sayings are studded with there.  
 Therefore,  this report describes "guidance of preparedness and attitude faced student teaching" and 
"improvement of learning leadership in teaching practice" that actually working at prior guidance of the student 
teaching ,  while consulting instruction advice of the charge guidance teacher written on the student teaching 
diary. 
 


























































































































































































中学校 ９ １６ ２２ ３ １１
高 校 ３ １ ５ １０ ５






鹿児島 ５ １０ １４ ８ ８
沖 縄 ３ ３ ７ ３ ３
宮 崎 ３  １ ２ ２
福 岡 ２ ３ １

































































































































































































































































































































































    「田中君に話してみることにします」
先生 「そうだな、それがいいかもしれない












































「学校は楽しい？」   【問いかけ】
吉田 「う～ん。あまり楽しくないかな」 
先生  「そう。あまり楽しくないのか」 
          【内容の繰り返し】






















          【内容の繰り返し】 
吉田 「はい。・・・」    【沈黙】 
先生 「もし、気になるようだったら、直
接田中君に話してみたらどうか
な？」        【指示】 
吉田  「う～ん、どうしようかな。どうし
ようかな。・・・」  【沈黙】 
先生 「もしかしたら、田中君も君に、話
したいことがあるかもしれない
よ」         【問いかけ】 
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85切手：教育実習における事前指導の現状と工夫・改善　―教育実習日誌の指導・助言を参考に―
　　　
今 村   忠 
第一工業大学研究報告 





















１  はじめに 
鹿児島県の工業教育は明治41年, 鹿児島郡立
工業徒弟学校（現在の鹿児島工業高校）が鹿児





















































第一工業大学 非常勤講師  (〒899-5211  姶良市加治木町新富町 28-13) 
E-mail   imakajiki-crow@s2.dion.ne.jp 












































































































































































































1 2 4 2 1 1 1  5 1 24
2
年
1 2 2 2 1   1 5 1 27
3
年










































































があります。  (昭和 34 年 50 周年記念誌より) 
 このような指導は知覧のみならず他の学校でも
同様に行われていた。加治木では明治 45 年から昭














明治 43.12  知覧尋常高等小の小使室・物置の 
工事着手 
  44.6  自校の校舎建築に着手 
  45.5  川辺郡会議事堂の工事担当 
大正元.8  知覧尋常高等小の増築工事に着手 
   2.7   自校の寄宿舎建築に着手 
   3.4  加世田楠本病院・知覧村住宅４軒新築 




















































































    インテリア) 
⑩霧島高等学校(機械) 
 ⑪鹿屋工業高等学校(機械・電子・電気・ 






  総合学科(電気機械・自動車・環境土木・ 
      マルチメディア系列) 
②学校法人時任学園樟南高等学校 
  (機械工学・電気工学・自動車工学コース) 
③学校法人原田学園鹿児島情報高等学校 
  (メカトロニクス・自動車工学・情報システム・ 
  マルチメディア) 
④学校法人川島学園れいめい高等学校(工学) 
 ⑤学校法人川島学園尚志館高等学校 





























順位 都道府県 総認定者数 
1 熊 本 770 
2 鹿児島 723 
3 福 岡 704 
4 長 崎 696 
5 愛 知 629 
92 第一工業大学研究報告　第27号（2015）
 〔ゴールド認定者数の比較〕 
順位 都道府県 ゴールド 
1 鹿児島  290 人 
2 熊 本 273 
3 福 岡 227 
4 長 崎 222 
5 愛 知 209 
《全国工業校長協会ＨＰ資料より》 
●ロボット競技大会 



















平成 25 年８月 23 日 鹿児島市勤労青少年ホーム 
〔体育館〕で開催・・・１５チーム参加 
１位 出水工  ２位 岩川  ３位 鹿屋工   
４位 薩南工  ５位 有明  ６位 川内商工
〔６位まで全国大会出場〕 
●高校生ものづくりコンテスト大会 






て早い段階から取組みを始め,県大会は平成 25 年 










































 その数は，平成 26 年度で，教諭・実習助手を合 

























当時の南日本新聞(平成 18 年９月 29 日)は「種 









































































(2) 幸喜 隆教諭の実践から 
 ここにも我ら工大関係者の誇るべき先輩教師が 
いる。現在鹿児島工業高校で活躍している幸喜教 






平成 25 年度は鹿児島工業高校を実に 25 年ぶりと 
いう金賞の受賞に導いている。 





















 昨年 11 月には教職科目『職業指導』の時間に， 
「教職の魅力」と題して体験を話してもらった。 
その最後に『教員と教師はちがう・・教師を目指 











































⑥部活動に入ろう!  「汗をかけ!」 
⑦資格取得・・就職に必要な資格・免許にチャ


























 「ようこそ電気科へ!!  電気科は, 熱く!  暑



























































































〔吹上高等学校 電気科 羽嶋  誠一郎〕 





















〔川内商工高等学校 電気科 先崎 健一郎 〕 








試験に向けて勉強を始めた。強い決心をして 360 日間を寝る間を惜しんで勉強した。毎朝 5 時起床
























































































〔奄美高等学校 機械電気科 米倉 雅 〕 
























〔鹿屋工業高等学校 建築科 立野 桂吏 〕 

































































































〔鹿児島県教育委員会 学校施設課 重久 修二 〕 






















〔出水工業高等学校 電気科 吉津 直生 〕 
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① 論理的理解，  
② 形式的理解   
③ ビジュアル的理解 
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Approaches to improving visual mathematics  
Akinori   Nakano 
When we teach mathematics, we sometimes use diagrams or figures to deepen the understanding of 
students.  Though many examples of these have been known, some objects haven’t yet.  I’d like to 
suggest some new visual explanations for such objects.  
 
Keywords : rational understanding,  mechanical learning,  visual understanding,  visualization of 






２.  論理的・形式的・ビジアル的理解とは 
 ３つの理解の意味について具体例で説明する。 




 AC：CB＝３：２ から，  
2ACx3CB  
 2( cPa )x3( bPc )  






















































３.  式の展開公式のビジュアル化  





① (aOb)2xa2O2abOb2  
教科書では，(aOb)2x(aOb)(aOb)として，  
分配法則を用いて証明することになっている。 







   
           
 (aObOc)2xfaO(bOc)g2 として，①を利用 
した展開で，少し長い計算をさせられた後，結果を公
式として覚えることを求められる。  







































































 x 3  3x 2  2x   5 




4x 2  10x  
3 3x 3
 
9x 2  6x  15 
2x 4  9x 3  13x 2  16x  15 
＜  同類項を斜めにまとめる。 ＞      図６ 
 
(aObOc)(a2Ob2Oc2PabPbcPca)  
a2 b2 c2 Pab Pbc Pca  
図７   互いに相殺される項があって，       
a3Ob3Oc3P3abc     が得られる。 
 
４.  減法の見方 








５.  関数とグラフ 
 減法の見方 (ロ)は，式の図形的な意味をグラフの上で
考えるときの基本である。 
５. １  1次関数   yxm(xPa)Ob・・・① 









（a, f(a)）から，点(b, f(b) )を見た傾きと見て欲しい。 
５. ２   ２次関数 yxa(xPp)2Oq  





















５. ３   グラフの 平行移動は起点を移すこと 
 高校では，yPqxf(xPp)は，yxf(x)を平行移動し
たものという見方を形式的に身につけるが，原点から見




















Δx→ 0 を使わずに，いきなり，dx, dyから始めるの
である。 
a  a 3  ab 2  ac 2  Pa2b  Pabc  Pa2c  
b  a 2b  b 3  bc 2  Pab2  Pb2c  Pabc  

































６. １   (x2)´x2xのビジュアル的導出 
１辺がxの正方形の面積y はyxx2であるから，x
の微小な増分dx に対する面積y の微小な増分は

































































x4¼r2 (球の表面積)  
 






























































PR ，  
PR＝x，RQ=3x 3， 















PR   
 PR＝xから，RQ=3x 3， 














 一般に，x ®P1はx ®÷xでもあるから， 
( x®)´x®x®P1x®
x®
x  （®：実数） 
たとえば， (x3
5
x3 )´  








2 5 x 3  





















６. ７ 積・商の微分の公式 






無視して，網掛け部分と考えると， z´xu´vOuv´      
（ z´, u´, v´ は dz, du, dv とし，duxf´ (x)dx ，
dvxg (´x) dxとするところを簡略化） 
 
商の微分は，面積１の長方形の横をvxg(x)  




















































←―   x



































６. ７  合成関数の微分 








































一般に，yxf(u), uxg(x)  が微分可能のとき 
dyxf´(u) du，duxg (´x)dx は  
下の図のようなイメージを利用して， 










































































































2 x   
 
逆関数については， 





例  ( x )´を求める。 
( x )2xx  の両辺を微分して 
  2( x )・( x )´x1  


















































































































































































































































































































































cos2µ   
（ dµ  →  ０ のとき ） 
これで何とかビジュアルに説明できた。 
なお，公式の論理的導出は， 
 tanx cosxxsinxの両辺を微分して 
(tanx)´cosxOtanx (Psinx)xcosx  
両辺をcosxで割って 





















































































































sin(sin P1x)    cos(cos P1x)    cos(sin P1x)  
＝x       ＝x       ＝ 1Px2  




xxsin® からsin－１xx®  
角βについて 
xxcos¯ 　から　cos－１xx¯   
∴ sinP1xOcosP1xx®O¯ x
¼
2   
 


























 sin(sinP1x)xx  
両辺を微分すると 








 µxtanP1x     








































































１０.  対数関数のビジュアル表現 
対数関数の導入は，指数関数の逆関数として 
a x N ⇔　　xxloga N・・・・① 
のような形式的な理解からなされることが多い。 
















































f(x)xa x , fP1(x)xloga xとするとき 









axelogea  から，ax (elogea)x exlogeaとして 



































































xa 0Oa 1(xP®)Oa 2(xP®)2O・・・・  
の両辺を次々微分して得られる恒等式に， 





















































１２.  参考文献 








吉田 稔・飯島 忠 編集代表  ㈱とうほう 
「心を揺する楽しい授業 話題源数学」  
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“Capusule Calculus”  
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Identifications of Kingdom Xiemayi and  




Faculty of Engineering, Daiichi Institute of Technology 
1-10-2 Kokubu-Chuo, Kirishima City, Kagoshima 899-4395, Japan 
 
United Kingdoms of Wa and the suzerain Kingdom Xiemayi in the ancient Japan were described 
with their politics, peoples and customs in the Records of Wei Dynasty in the ancient China. The 
locations of the provinces in the Kingdoms have not been identified except several ones till now.  
This article identifies almost the locations of Kingdom Xiemayi and the neighboring provinces. 
Referring to place-names in the Encyclopedia Wamyosho, the provinces of Wa in the Records of Wei 
Dynasty are identified as such that ‘Fumi-Koku’ in Chinese means ‘Fukamizo-No-Kuni’ in Japanese. 
Kingdom Xiemayi so-called ‘Yamaichi-Koku’ is identified as present Saitobaru, is named comparing to 
General Sima Yi of Wei by the author Cheng Shou, may be ‘Kuzumaitsu-No-Kuni’ in Japanese, and is 
renamed later as ‘Yamato-No-Kuni’ by its king. From Chinese and Japanese historical records, it is 
presumed that the Qin Kingdom as ‘Toyo-No-Kuni’ leads ‘Jinmu’ from ‘Kunu-Koku’ of present 
Kagoshima Prefecture to found Kinki Dynasty and moves into the dynasty along with Yamato-No-Kuni 
to establish ‘Nippon’.  
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1 対海国       かしのくに、いなのくに 
2 一大国         いきのくに、いしだのくに 
3 末盧国       まつらのくに 
4 伊都国       いつのくに 
5 奴国         なかのくに 
6 不弥国       ふかみぞのくに 
7 投馬国      たうまのくに 
8 邪馬壹国     くずまいつのくに 
(8) 邪馬壹国首都  （ こゆのくに） 
9 斯馬国       しまのくに 
10 巳百支国          しばかりのくに 
11 伊邪国            いずみのくに 
12 郡支国      くにさきのくに 
13 弥奴国      みなまたのくに 
14 好古都国     からくにくずのくに 
(14) 好古都国首都  （うさのくに） 
15 不呼国      ふかたのくに 
 
 
16 姐奴国      さののくに 
17 対蘇国      とすのくに 
18 蘇奴国      そのぎのくに 
19 呼邑国      かすやのくに 
20 華奴蘇奴国    かんざきよしののくに 
21 鬼国       きしまのくに 
22 為吾国      おんがのくに 
23 鬼奴国      きくながののくに 
24 邪馬国      みずまのくに 
25 躬臣国      みくゎさのくに 
26 巴利国      みはらのくに 
27 支惟国      きいのくに 
28 烏奴国      むなかたのくに 
29 奴国       なかのくに 
30 狗奴国       くしきぬらのくに 
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Great career opportunities to students who had studied  
global accounting in English : A Career Anchor Case Study 
Tsutomu TATEMIYA 
Department of Informatics and Electronics Daiichi Institute of Technology, Ueno Tokyo 110-0005 
E-mail: t.tatemiya@ueno.daiichi-koudai.ac.jp 
 
Abstract：Japanese government adopted the global accounting standards (IFRS) on June30, 2009. This change 
opened up great career opportunities to students who had studied global accounting in English. 
I would like consider this kind of career success by looking at one specific case study. 
In this paper, I hope to reduce case study bias risk with the use of career anchors and case study strategy. 
 



























































要性については、すでに 2007 年 8 月に日本の会計基
準の方向性としてグローバル基準に合わせることが































































































































































































































































































タンス」（全体の 30％：46 名）で、これは当初の予 
想通りであった。しかし他に飛びぬけて高い比率と 


































図５ 英文会計学習者のキャリア・アンカー分布傾向 筆者作成 
英文会計学習者のキャリア成功事例 
 











































































 日系の外食メーカーに勤務する C さん（25 歳：女












































就職氷河期に就職をした E さん（32 歳：男性：




































































 日系企業で派遣社員として秘書をしていた H さ




























































４． 分析結果と考察  

















































































会計』第 47 巻第 7 号、中央経済社 
・辻山栄子(2000)「会計基準のコンバージェンス」
『企業会計』第 58 巻第 10 号、中央経済社 
・辻山栄子(2002)「会計基準の国際的動向と会計測





第 1 号、中央経済社 
・野村健太郎(2007)「グローバル化と会計基準の国





基準設定機関の国際化対応」『會計』第 154 巻第 3
号、日本会計学会 
・平松一夫(1999)「IASC の将来像とわが国の会計基
準設定機関」『企業会計』第 51 巻第 7号、中央経済
社、 
・山田辰巳(2007)「IFRS の採用・コンバージェンス






・磯山友幸(2002)『国際会計基準戦争』日経 BP 社 
・稲垣冨士男編著(1996)『国際会計基準 日米英会計
























































・ Schein, E.H(1978) Career Dynamics. Addition 

















○ ○ ○ 
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８ 国際会計検定 BATIC は 1000 点満点で、何点とれ
るかを判定する検定試験であり、200 点を超える
と Bookkeeper,320 点を超えると Accountant,700
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Fundamental study on topographical analysis using GIS 
- As an example of Mt. Unzen - 
 
Shogo SHIROZONO1 and Ryoji TANAKA2 
 
1Student, Department of Civil and Environmental Engineering, Daiichi Institute of Technology (〒899-4395 1-10-2 Kokubu-chuou, 
Kirishima, Kagoshima) 
2Associate Professor, Department of Civil and Environmental Engineering, Daiichi Institute of Technology (〒899-4395 1-10-2 
Kokubu-chuou, Kirishima, Kagoshima) 
Abstract: Mt. Unzen is located in Shimabara Peninsula of Nagasaki Prefecture, JAPAN. The frequency 
of eruptions at Mt. Unzen started from 1990, and large amounts of volcanic products from Mt. Unzen are 
falling in the surrounding areas until 1995. Several lava flows were found and a high lava dome also 
formed. In the rainy season, debris flow were caused and then brought great damages to the surrounding 
areas.  
In this study, a topographical analysis about Mt. Unzen using ArcGIS was conducted by 3D digital data. 
As a result, toprographical changes were visualized before and after the eruption of Mt. Unzen. 
 






















島中央部にある．1990 年(平成 2 年)に火山活動を開始






























図-2 は Google Earth，図-3 は GIS の雲仙の画像であ


































































きた．体積に関しては，増加量が約 2 億 5000 万
立方メートルだったが，空中写真解析によるデー
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Earthquake Response Estimation of the Small Building Model 
 

































a)基本模型       b)免震層 
写真 1 振動模型 
 
3. 模型の特性把握（質量・剛性・周期） 
写真 1 に示した基本模型の特性は、表 1 に示す
とおりである。その他、ゴムにより各層の剛性
を大きくした模型、制振模型及び免震模型を準



































写真 2 振動台 
 











176 0.029 0.342 0.330 
 
 
図 1 基本模型の剛性 
 
4. 実験計画 
表 2 に代表的な模型のパラメータを示す。表 2













きくなった（図 3 参照）。 
表 2 代表的な模型のパラメータ 
№ 試験体形状 剛性(KN/m) 
固有周期
(sec) 
№1 純ラーメン 3 層 0.029 0.342 
№10 純ラーメン 3 層 2F,3F 各ゴム 2 本 0.034 0.316 
№11
純ラーメン 3 層 
2F,3F 各ゴム 2 本 
錘 295g 
0.034 0.665 
№14 純ラーメン 3 層 各層ゴム 2 本 0.032 0.326 
№15
純ラーメン 3 層 








№19 免震構造 ― ― 
 
表 3 検討内容 





№1 と№12 と№14 と
№16 とを比較 
② 各層の剛性の変化による応答値の違い 
№2 と№4 と№5 と№7
と№8 と№10 とを比較
③ 周期の変化による応答値の違い 
№2 と №3 、 №5 と
№6、№8 と№9、№10
と №11 、 №12 と
№13、№14 と№15 と
を比較 
④ 免震による応答値の違い №1 と№19 とを比較 
⑤ 制振による応答値の違い 
























































№1 40 10 3.337 0.744 20 15 0.556 0.124 
№10 20 30 1.112 0.248 12 4 0.890 0.198 
№11 10 12 0.222 0.050 
№14 20 40 2.224 0.496 15 5 1.112 0.248 
№15 20 5 1.668 0.372 
№18 40 5 3.893 0.868 




































図 7 №18 の応答加速度 
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